
飛騨高山ＳＤＧｓパートナーシップセンター設立式 次第  

 

令和４年５月１６日（月） 

午前１０時００分～ 

高山市役所 地下 市民ホール 

 

１．設立セレモニー 

  ・市長あいさつ 

  ・委嘱状交付 

  ・センター長あいさつ 

・委員、アドバイザー、オブザーバー紹介 

 

 

２．飛騨高山ＳＤＧｓパートナーシップセンターについて       資料添付 

  ・センター概要 

・飛騨高山ＳＤＧｓパートナー登録制度 

・高山市のＳＤＧｓの取組みについて 

 

 

３．事例（取組み）紹介・意見交換 

 

 

 

 

４．閉会 



（敬称略・順不同）
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高山市教育委員会　委員 白田　美樹

株式会社多美人生開発　取締役 張　　訳丹

大八まちづくり協議会　事務局 山本　真紀

高山市環境審議会　委員
（環境省自然公園指導員）

小林　正直

株式会社長瀬土建　代表取締役 長瀬　雅彦

飛騨ゼロウェイストプロジェクト 佐野　愛弓

（委嘱期間：令和４年５月１６日～令和５年３月３１日まで）

ＳＤＧｓ推進アドバイザー

氏　名 備　考

関　　幸子

古里　圭史

オブザーバー
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中部大学

株式会社ローカルファースト研究所　代表取締役

慶應義塾大学大学院　特任准教授

団　体　名
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（一社）飛騨高山大学連携センター　センター長

経
済
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会

環
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団　体　名
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飛騨高山ＳＤＧｓパートナーシップセンター設立式
【配 席 図】

（敬称略・順不同）

荘川中学校制作 ＳＤＧｓ未来都市

「私なりのＳＤＧｓ宣言」
紹介コーナー

「私なりのＳＤＧｓ宣言」
紹介コーナー
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飛騨高山ＳＤＧｓパートナーシップセンターの概要 

 

 

１ 設立主旨 

  ＳＤＧｓの各ゴールの達成に向けては、社会を構成する主体であり、ＳＤＧｓ推進の

原動力となる市民、団体及び事業者等の多様なステークホルダーがつながり、互いに関

係性を有しながら取組みをすすめていくことが重要となる。ＳＤＧｓという共通目標の

もとに人々がつながれば、できなかったこともできるようになり、新たな道も拓かれる。 

そうしたつながりの場としての役割を担うとともに、高山市におけるＳＤＧｓ普及を

牽引していくため設立する。 

 

 

２ 名称 

   飛騨高山ＳＤＧｓパートナーシップセンター（以下「センター」という。） 

 

 

３．体系図及び活動内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Action１  ＳＤＧｓ活動の活性化（ステークホルダーの連携促進） 

    ・飛騨高山ＳＤＧｓパートナー登録制度の運用 別紙 

      ＳＤＧｓの理念に沿った取組みを積極的に行い、他のステークホルダーと

の連携・協力の意思のある団体、事業者等の登録制度を立ち上げ、各団体

等が行うＳＤＧｓ活動の見える化とパートナー同士の交流、マッチング支

援を行う。 

 

 

 

センター長 

アドバイザー 

オブザーバー 

事務局 

企
画
調
整 

飛騨高山ＳＤＧｓパートナーシップセンター 

資 料 

・高山市 

・大学連携センター 

・経済関係  ：観光・商業振興、金融 

・社会関係 ：教育、多文化共生、地域 

・環境関係  ：自然、森林、ごみ削減 
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 Action２  ＳＤＧｓの気づき、きっかけづくり   

・私なりのＳＤＧｓ宣言制度の運用（令和３年８月開始） 参考資料 

市民等のＳＤＧｓに対する理解の深化とＳＤＧｓの自分事化によって 

市民等と一体となったＳＤＧｓの展開を進める 

＜今後の展開（案）＞ 

      ・子どもや若者による宣言の広がり 

      ・複数者人による共通目標の設定と参画者の募集による一体感の醸成 

      ・宣言後のフォローアップ（継続・発展につながる取組み） 

 

 Action３  ＳＤＧｓに関する普及啓発・情報発信 

     ・市ホームページ、ＳＮＳ等による情報発信 

     ・シンポジウムやセミナーの開催 

     ・ＳＤＧｓについて学べるリーフレットやコンテンツの作成 など 
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飛騨高山ＳＤＧｓパートナー登録制度（案） 

 

 

１ 事業の全体像 

 

 実施中 

      ＳＤＧｓの気づき、きっかけづくり 

        私なりのＳＤＧｓ宣言制度 

        ・市民、団体、事業者がＳＤＧｓへの取組みを宣言し公表 

        ・実績報告は任意 

 

       ＳＤＧｓ活動の実践、連携 

        飛騨高山ＳＤＧｓパートナー登録制度（案） 

        ・団体、事業者が登録し、ＳＤＧｓの目標設定、実績報告、連携促進等 

        ・登録によるメリット（情報発信、情報共有、支援等）あり 

 

 

       ＳＤＧｓ活動の活性化、発展 

        ・優良登録者を模範として推奨し、活動を促進 

        ・審査項目・評価基準の設定、客観的評価の導入 

        ・インセンティブの付与 

（例）プレミアムパートナー等の称号付与、グレード制（Ｇ１～Ｇ３）

の導入、認定証の交付、市ＨＰ・ＳＮＳでの紹介、就職ガイダン

ス等での紹介、工事入札審査における加点、市の融資制度・利子

補給制度等の優遇措置 等 

 

 

２ 目的 

多様なステークホルダーが「飛騨高山ＳＤＧｓパートナー」に登録し、自己のＳＤＧ

ｓ活動の見える化を図るとともに、他のステークホルダーとの連携・協力によって相乗

効果を創出し、ＳＤＧｓに関する取組みの活性化や地域課題の解決に向けた取組みの促

進を図る。 

 

３ パートナーへの登録要件 

  ・「私なりのＳＤＧｓ宣言」を行っている事業者であること 

   ・高山市内における事業者、団体の活動において、ＳＤＧｓの１７の目標との関連を示

し、ＳＤＧｓの目標達成に向けて取り組んでいる、または取り組む予定があること 

   ・ＳＤＧｓに関する活動の目標設定、進捗管理及び実績報告を行うこと 

   ・他のパートナー等と連携・協力した取組みや、地域等に対する貢献活動を行う意思が

あること 

 

 

 

宣 言 

登 録 

推 奨 

今後の検討 

別 紙 
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４ 登録によるメリット 

  ・市民へのＰＲ＜活動情報の発信＞ 

    ◆登録者の情報や活動内容を紹介（見える化） 

     ・登録証の掲出 

・登録者の目標、取組状況（進捗状況・実績）を紹介 

・登録者の活動内容をＳＮＳ、ヒットネットＴＶ、リーフレット等で紹介 

・登録者のＨＰページ及びＳＤＧｓ関連のページのリンクを掲載 
 
 

                

 

  ・登録者間での情報共有＜情報の共有＞ 

    ◆市や登録者からのＳＤＧｓに関する情報を登録者間で共有 

     ・市からの様々な情報（県補助、市事業など）のメール発信（メール等） 
 
 

 

・登録者からのＳＤＧｓのイベントや参加者募集等についてメール発信（メール等） 
 

 

 

 

  ・登録者間での連携＜支援・課題解決＞ 

    ◆市や登録者のマッチング支援 

・ＳＤＧｓ推進に向けた課題等に対し、登録者同士の協力・連携等の呼びかけ 
                  

 

 

    ◆アドバイザーからの助言 

     ・ＳＤＧｓを企業・団体活動に活かす方法などについてアドバイス 
 
 

 

 

登録者Ａ センター 市民 

センター  全登録者 

登録者Ａ センター 

登録者Ａ センター  全登録者 登録者Ａ × 登録者Ｂ 

登録者Ａ 

 全登録者 

センター 



令和4年4月28日現在
全宣言延件数

年齢 件数 割合

10代以下 57 5.7% 6
20代 84 8.3% 5
30代 102 9.9% 4
40代 311 30.6% 1
50代 259 25.7% 2
60代 46 4.5% 7

70代以上 21 2.1% 8
未回答 138 13.2% 3
合　計 1018 100.0%

個人 984 96.9%
団体・事業者 34 3.1%

合　計 1018 100.0%

目標別宣言数
60 16
130 7
187 4
81 13
94 9
63 15
189 3
84 11
51 17
79 14
206 2
527 1
175 5
113 8
157 6
83 12
87 10

※複数回答により宣言数と一致しない

17 パートナーシップで目標を達成しよう

 6 安全な水とトイレを世界中に
 7 エネルギーをみんなに そしてクリーンに
 8 働きがいも経済成長も
 9 産業と技術革新の基盤をつくろう
10 人や国の不平等をなくそう
11 住み続けられるまちづくりを
12 つくる責任つかう責任
13 気候変動に具体的な対策を
14 海の豊かさを守ろう
15 陸の豊かさも守ろう
16 平和と公正をすべての人に

 5 ジェンダー平等を実現しよう

私なりのＳＤＧｓ宣言　宣言状況

 1 貧困をなくそう
 2 飢餓をゼロに
 3 すべての人に健康と福祉を
 4 質の高い教育をみんなに
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目標番号

10代以下
5.6%

20代
8.3%

30代
10.0%

40代
30.6%

50代
25.4%

60代
4.5%

70代以上
2.1% 未回答

13.6%

参考資料


